[bookmark: _naayxuzujql]連泊時清掃に関する同意書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「当施設」という。）と、当施設に連泊する宿泊者（以下「宿泊者」という。）は、連泊期間中における客室清掃、リネン類及びアメニティの交換その他客室管理に関する取扱いについて、次のとおり確認し、宿泊者はこれに同意します。

[bookmark: _xgwtfqno7645]第1条（目的）
本同意書は、宿泊者が当施設に連泊する場合における客室清掃の実施方法、清掃を実施しない日の取扱い、リネン類及びアメニティの交換、客室への入室その他必要な事項を明確にし、当施設と宿泊者との間の認識の相違及びトラブルを防止することを目的とします。

[bookmark: _fyt2a6d8wlq0]第2条（宿泊内容）
宿泊者の宿泊内容は、次のとおりとします。
宿泊者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
客室番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
チェックイン日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
チェックアウト予定日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
宿泊日数：＿＿＿＿泊
予約番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

[bookmark: _st611nt7oxve]第3条（連泊時の客室清掃）
1. 当施設は、宿泊者の連泊期間中、当施設が定める清掃方針及び宿泊者が選択した清掃方法に従い、客室清掃を実施します。
2. 客室清掃には、客室内の整理、床面等の清掃、ゴミの回収、ベッドメイク、タオル・寝具類の交換、アメニティの補充その他当施設が必要と認める作業の全部又は一部が含まれます。
3. 清掃内容、清掃時間及び実施頻度は、宿泊プラン、客室の種類、滞在日数その他の条件により異なる場合があります。
4. 宿泊者は、当施設が案内する方法に従い、清掃の要否その他必要な希望を所定の時間までに申し出るものとします。
[bookmark: _fkfdy4hffyig]第4条（清掃方法の選択）
宿泊者は、連泊期間中の客室清掃について、次のいずれかを選択します。
希望する清掃方法：
□ 通常清掃を希望する
□ 簡易清掃を希望する
□ 清掃を希望しない
□ 指定日のみ清掃を希望する
清掃希望日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日、＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
その他の希望：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
なお、具体的な清掃内容については、当施設が定めるサービス内容によるものとします。

[bookmark: _rnqnyeaoc2ie]第5条（清掃を希望しない場合）
1. 宿泊者が客室清掃を希望しない場合、当施設は、原則として当該日に通常の客室清掃を実施しません。
2. 清掃を実施しないことにより、客室内のゴミの滞留、臭気、寝具又はタオル類の未交換その他衛生上の問題が生じる可能性があることを、宿泊者はあらかじめ了承します。
3. 宿泊者が清掃を希望しない場合であっても、ゴミの回収、タオル類の交換その他必要なサービスを希望するときは、当施設が指定する方法により申し出るものとします。
4. 清掃不要の意思表示後に清掃を希望する場合は、当施設が指定する時刻までに申し出るものとし、申出時間その他の事情によっては当日の対応ができない場合があります。

[bookmark: _eqjh43nw70r0]第6条（リネン類及びアメニティの交換）
1. シーツ、枕カバー、タオル、バスマット、館内着その他のリネン類の交換は、当施設が定める交換基準又は宿泊者の申出に基づいて行います。
2. 歯ブラシ、くし、カミソリその他のアメニティについては、当施設の運用方針に従って補充します。
3. 環境負荷の低減、省資源その他の理由により、連泊期間中のリネン類又はアメニティの交換頻度を制限している場合があります。
4. 宿泊者が追加の交換又は補充を希望する場合は、当施設に申し出るものとし、内容によっては別途料金が発生する場合があります。

[bookmark: _hs45uge1r2z5]第7条（客室への入室）
1. 当施設が客室清掃を実施する場合、宿泊者は、清掃担当者その他当施設が指定する者が必要な範囲で客室へ入室することに同意します。
2. 宿泊者が清掃不要の意思表示をしている場合、当施設は原則として清掃を目的とした入室を行いません。
3. 前項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合、当施設は宿泊者への事前の連絡又は承諾なく客室へ入室することがあります。
(1) 火災、漏水、異臭その他事故又は緊急事態が発生し、又はそのおそれがある場合
(2) 宿泊者その他の者の生命、身体又は財産を保護するため必要がある場合
(3) 客室設備の故障、異常その他施設管理上の確認が必要な場合
(4) 法令又は公的機関からの要請に基づき必要となる場合
(5) 長期間にわたり清掃を実施しておらず、衛生、安全又は施設管理上の確認が必要と合理的に判断される場合
(6) その他当施設が緊急又はやむを得ない事情があると合理的に判断した場合

[bookmark: _que6rjq06zy5]第8条（清掃時の私物の管理）
1. 宿泊者は、清掃を受ける場合、現金、貴重品、電子機器、書類その他重要な物品について、自らの責任において適切に管理するものとします。
2. 清掃の妨げとなる私物がベッド、床、洗面台その他清掃対象箇所に置かれている場合、当施設は当該箇所の清掃を行わないことがあります。
3. 清掃のため必要な場合、当施設は私物に触れ、又は合理的な範囲で移動させることがあります。ただし、当施設は必要以上に宿泊者の私物を移動しないよう配慮します。
4. 金庫その他当施設が指定する保管設備が設置されている場合、宿泊者は貴重品を当該設備に保管するよう努めるものとします。
[bookmark: _ar13alf517yu]第9条（衛生及び安全確保のための清掃）
1. 宿泊者が清掃を希望しない場合であっても、客室の衛生状態、安全管理又は施設設備の維持のため必要があると当施設が合理的に判断した場合、宿泊者に清掃又は客室確認への協力を求めることがあります。
2. 長期滞在その他の理由により一定期間清掃が行われていない場合、当施設は、衛生管理、防災、防犯又は設備点検等のため、宿泊者と調整のうえ客室清掃又は客室確認を実施することがあります。
3. 宿泊者は、合理的な理由なく前各項に定める必要な清掃又は確認を拒まないものとします。

[bookmark: _fxkjs9rtywrh]第10条（清掃時間）
1. 客室清掃は、原則として当施設が定める時間帯に実施します。
2. 宿泊者が清掃時間を指定した場合であっても、清掃状況、人員配置その他の事情により、希望する時間に清掃を実施できない場合があります。
3. 宿泊者が客室内に滞在している場合、当施設は安全及びプライバシーへの配慮から、清掃を延期し、又は実施しない場合があります。

[bookmark: _u2yaqbd3xk46]第11条（清掃不要表示等の取扱い）
1. 宿泊者が客室ドアに清掃不要又は入室禁止を示す表示を掲示した場合、当施設は、原則として当該表示を宿泊者による清掃不要の意思表示として取り扱います。
2. 前項の表示が当施設所定の確認時刻まで掲示されている場合、当日の通常清掃を実施できないことがあります。
3. 清掃不要表示がある場合であっても、第7条第3項又は第9条に該当するときは、当施設が必要な確認又は入室を行う場合があります。

[bookmark: _ag2cjl6qsjkn]第12条（追加料金）
宿泊者が通常の清掃サービスの範囲を超える特別清掃、著しく汚損したリネン類の交換、通常を超える数量の備品又はアメニティの提供その他追加サービスを希望し、又は宿泊者の責めに帰すべき事情により特別な対応が必要となった場合、当施設は、あらかじめ定める料金又は合理的な実費を宿泊者に請求することがあります。

[bookmark: _hlzp1k5e7bwu]第13条（客室の著しい汚損等）
宿泊者の故意又は過失により、通常の客室清掃では対応できない著しい汚損、破損、臭気その他の損害が生じた場合、当施設は宿泊者に対し、特別清掃費、修繕費、交換費その他当該損害への対応に合理的に必要となった費用を請求することがあります。

[bookmark: _s6oubtcj0in7]第14条（宿泊約款等との関係）
1. 本同意書に定めのない事項については、当施設の宿泊約款、利用規約、館内規則その他当施設が定める規則に従うものとします。
2. 本同意書と個別に合意した宿泊条件との間に異なる定めがある場合は、当該個別の合意内容を優先します。

[bookmark: _k7phqv8jpyjb]第15条（協議）
本同意書に定めのない事項又は本同意書の内容について疑義が生じた場合、当施設及び宿泊者は、相互に誠意をもって協議し、その解決を図るものとします。

宿泊者は、本同意書の内容について説明を受け、その内容を確認したうえで、連泊期間中の客室清掃に関する取扱いに同意します。

同意日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

施設名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

宿泊者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

署名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

